
令和元年度 大分市立明野西小学校 学力向上プラン 

  

Ⅰ 学力調査の結果 

教科に関して 

大分県学力定着状況調査より（5年） 

＜ 国語 ＞ 

○全体及び全領域・全観点・全問題内容で目標値を上回っている。 

〇問題内容では「説明文の内容を読み取る」が目標値より下回っている。 

○小問別正答率では、２８項目中４項目で目標値を下回っている。 

その項目は、 

・「－4学年配当漢字を読むことができる（短答・知識）-0.05  -7.4」 

・「4学年配当漢字を書くことができる（短答・知識） －2.6」 

・「段落のまとまりを理解して文章の内容を的確に読み取ることができ

る －15.5」 

＜ 算数 ＞ 

○全体及び全領域・全観点で目標値、県の正答率を上回っている。 

○小問別正答率では、３５項目中６項目で目標値を下回っている。 

その項目は、 

・「２けた÷１けた＝１けた余りありの計算ができる(短答・知識) 

－1.6」 

・「身近にあるもののおよその面積を理解している(選択・知識)－7.4」 

・「伴って変わる2つの数量の関係を式に表すことができる (短答・

知識)－13.6」 

・「地図から情報を読み取り、平行四辺形の特徴を使って2つの道のり

が等しくなる理由を説明することができる（記述・活用） －14.9」 

・「折れ線グラフと棒グラフを読み取り、それを根拠に理由を説明する 

ことができる（記述・活用） －7.9」 

＜ 理科 ＞ 

○全体及び全領域、全観点で目標値を上回っている。 

○問題内容では、「電気のはたらき」「水のすがた」「物のあたたまり方」

が目標値より下回っている。 

○小問別正答率では、３１項目中７項目で目標値を下回っている。 

その項目は、 

・「筋肉がちぢんだり、ゆるんだりすることで身体が動くことを理解し

ている。 (短答・知識)－0.09」 

・「半月の動き方を理解している（短答・知識）－5.7」 

・「空気と水を閉じ込めた注射器のピストンを押すと、どのようになる

か推測することができる（選択・知識）－6.7」 

・「水の状態変化について理解している。（選択・知識）－19.1」 

・「水が氷になるときの体積変化について説明することができる(記

述・活用）－15.5」 

・「蒸発について理解している（短答・知識）－5.2」 

・「おもちゃ内の豆電球が光る仕組みを推測することができる （選

択・活用）－10.0」 

  

生活面に関して  

大分県学力定着状況調査（児童質問紙の結果）より（5年） 

【肯定率が高い項目】 

○家の人は、あなたが努力して頑張ったとき、ほめて、認めてくれる

（94.2%） 

○がんばったとき、友だちからほめてもらったことがある（89.5%） 

○自分なりに努力したことがうまくいって嬉しかったことがある 

（94.2%) 

○勉強やスポーツ、習い事、趣味などで今頑張っていることがある

（97.7％） 

○公共の場所や乗り物の中では、人に迷惑をかけないように気をつけ

ている（95.3%） 

○朝食は毎日食べている（90.7％） 

  

【県との比較】 

▲自分がうれしかったとき、くやしかったとき、それを言葉や体で 

表す（－13％） 

▲自分がいついじめのターゲットになってしまうか、不安を感じるこ

とがある（－9％） 

▲つらいことやこまったことがあったとき、なんでも本音で相談でき

る友だちがいる（－7.8％） 

▲自分の意見を発表したり、先生の質問に答えたりしている（－6.9％） 

 

 

 

以上のことより 

※学習規律・生活規律を徹底し、全員が安心して過ごせる雰囲気を作

る。 

※自分の考えをもち、交流し合う授業を仕組む。 

※お互いの良さや頑張りを認め合う場づくりを行う。 

※学級会・学年集会を通して自主的な活動を増やしていく。 

※家庭と連携し、家庭学習の充実を目指す。 

 

 

Ⅱ 指導改善のポイント 

○学習したことが、友だちとの学び合いの中で、活用できる実

践力につながるようにする。 

・ 基礎・基本の定着を確実にする。 

・ 人の考えを聞く力、自分の考えをもち表現する力をつける。 

・ 子どもの実態に合った指導法の工夫・改善を図る。 

・ 読書活動の推進を図る。 

○子どもが自分の生活を見直し、豊かな心と健やかな体を育む

取り組みを全校で推進する。 

・教職員と児童、及び児童相互の好ましい人間関係のもと生徒

指導の充実を図るとともに、いじめ等の早期発見に努める。 

・特別活動、道徳の時間を活用し心の教育を継続して取り組む。 

・食育の指導を通して、よりよい生活習慣づくりを図る。 

・体育の月目標をつくり、体力向上推進を図る 。 

 

 

 

 



Ⅲ めざす児童生徒像 

○個性と創造性に富み、心身ともにたくましい子ども 

○あ：明るい子ども・・・認め合い、支え合い、互いを高め合う子ども（徳） 

○け：元気な子ども・・・健康に関心をもち、進んで心身を鍛える子ども（体） 

○の：伸びる子ども・・・めあてをもって、積極的・創造的に取り組む子ども（知） 

 

 

Ⅳ具体的な取り組み 

○表現力育成のため、フリートークの時間を活用し、ペアトークやグ

ループトーク等の話し合い活動を多く仕組む。 

〇ホワイトボードを活用するなど、自分の考えを表現できる手立てを

工夫する。 

○一時間完結の授業、板書の構造化、板書とノートの一体化を取り組

む中で、授業のユニバーサルデザイン化（視覚化、焦点化、共有化）、

学習規律（話し方・聞き方）の徹底を図る。 

○チャレンジタイム等を利用し、小テスト、ドリル等の繰り返し学習

をおこない、基礎・基本の定着を図る。 

○フォローアップワークシートや「〇年の仕上げ」の活用や、活用力

育成の問題に取り組む中で、思考力を身に付ける。 

○ICTを活用したり、学習内容を身近な生活に結び付けたりする活動

を意図的に仕組む。 

○学年発達段階や個に応じた読書指導の充実に努めるとともに、引き

続き図書館の環境整備、活用指導の促進を図る。 

○小中連携教育を推進し、互見授業等で授業力向上を図る。 

○家庭学習の量と質を吟味し充実を図る。 

・「家庭学習の手引き」を全家庭に配布し、家庭と連携して学習習慣

の確立を図る。 

○１学期４年生以上の学年で実施した hyper－ＱＵ検査の結果から多面

的に児童を理解し、個別支援の必要な児童への適切な指導を行う。 

○食育を通して学んだ基本的生活習慣の定着について、家庭の理解と連

携を図る。 

○機会ある毎に「ひ・ま・わ・り」の合言葉について話をし、みんなが

過ごしやすい雰囲気つくりに努める。 
○全校で「あいさつ、無言移動、無言掃除、はきものそろえ」に継続し

て取り組む。 

○全校朝会等で生活目標の振り返りをし、意識付けをはかる。 

○道徳の時間等において、相手を意識した行動をとることを中心にした 

学習を通して、実践力のある子どもを育む。 

○たて割り班活動、学習サポーター活動の授業で、いろいろな人とかか

わる力を育てる。 

○家庭との連携及び教育相談の充実を図る。 

 

 


